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  湘南ライフタウン及び周辺地域の公共交通等の利用環境の改善について 

１．背景 

検討の中心となる湘南大庭地区は、多くのバスが運行するエリアとなっておりますが、今後、

市内で最も早く高齢化の進む地域と想定されるなか、今後の通勤・通学のバス利用の減少が懸念

されることから、バス交通の効率的な運用により地域の一体的な公共交通等の利用環境の改善を

進める必要があるものとして、取り組みを進めたものです。 
（１）交通環境の改善にむけた課題整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
                         図-1 最寄駅まで15分圏エリア 
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図-2 効率的な運用のイメージ図 

・バス便は多くあるが、ど

のバスに乗っても所要

時間はかわらない。 

政策的課題 

①  最寄駅まで１５分で到達できない地域は、御所見・遠

藤地区のほか、湘南ライフタウンの一部及び石川山田周

辺にもあり、バス交通の運行改善により、駅１５分圏の

拡大を図ることが重要です。（図-1参照） 

②  通勤・通学時間帯は、辻堂駅への輸送のため辻堂駅遠

藤線にバス交通が過度に集中する一方、周辺地域では公

共交通が確保されないことから、自家用車の利用割合が

高いエリアとなっています。このため、幹線での輸送力

およびサービス水準の維持を図る中量輸送システム（Ｂ

ＲＴ）を導入することで、幹線から遠い周辺地域での公

共交通の確保を一体的に進め、自家用車の利用を減らす

環境および高齢者に配慮した施策が実現可能となりま

す。（図-2参照） 

③  茅ヶ崎市、寒川町との公共交通の広域連携を進めるた

めには、茅ヶ崎市、寒川町方面から湘南ライフタウンを

経由して、湘南台駅、辻堂駅に向かう路線の整備、拡充

が重要です。 

現 状 将 来 幹線のバスの利便性は高いが、その他

の地域は自家用車の利用が多い 
利便性の維持、公共交通のエリア

拡大⇒自家用車の利用を抑制 

・バスが運行していないエ

リアは自家用車やタク

シーに依存… 
・通勤・通学、買い物など

で使い分け 

・速度改善等で効率的運行 

・駅15分圏の拡大のため新

たな運行エリア！ 

急行バス 

各停バス 
どれに乗っても同じ 

通勤・通学など 

地域内移動など 

効率化で発生した 

輸送力の活用 

徒歩15分圏
バス15分圏
自転車15分圏

市街化区域

バス路線
バス停

鉄道路線
鉄道駅

検討範囲 
湘南ﾗｲﾌﾀｳﾝ周辺 

湘南台駅 

辻堂駅 
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（２）交通環境の改善にむけたワークショップ 

・平成２５年度から中短期的な交通の課題解決のため、「公共交通バス（湘南ライフタウン周

辺）に関するワークショップ」を４回実施しました。 
・ワークショップ参加者は、高齢者が中心でしたが、通勤・通学等の需要把握のため、別途実

施したアンケートや、乗降者のデータ等を用いて、年齢層の補完を行いながら実施しました。 
・ワークショップ結果の取りまとめは、参加者から得られた結果をバス事業者と調整し、複数

の施策の整合を図りながら整理しました。 

２．課題解決にむけた取り組み                                           

（１）事業実施までの取組み経過 

平成２４年度、２５年度に実施した各種検討や交通環境の改善に向けたワークショップを踏ま

え、平成２６年度、改善計画の立案、地域への説明会等を行い、平成２７年度以降、改善を実施

する予定です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現在の地域課題 

①  亀井野二本松線沿線で湘南台方面に向かう路線では、定員を超える利用があり、バスに乗

りきれない状態が発生し、バスを増やすなどの運行について改善が求められています。 

②  近傍の藤沢厚木線沿線は、地形の高低差、バス路線の運行状況から、湘南ライフタウンで

活動するためには、公共交通が利用しづらい状況です。需要を鑑みて、地域に適した交通シ

ステムの導入が必要と考えられます。 

③  湘南台方面の需要が増加しており、需要への対応した路線の拡充が必要となりますが、現

在、既に湘南台駅西口がバスで混雑するため、混雑解消対策を実施することが必要です。 

④  土休日の荒天時を中心に辻堂駅周辺の混雑が発生しているため、湘南大庭地区から辻堂駅

周辺へのアクセスの改善が求められています。 

将来（10年以内）の地域課題 

①  湘南大庭地区は、最も早く高齢化が進む地域と想定されており、辻堂駅遠藤線から距離のあ

る地域に地域交通の導入を進めることが必要と考えられます。 

平成２７ 

年度以降 

 

平成２６ 

年度 

・事業者から提供され

る公共交通データ

の分析 

・公共交通課題把握に

向けた現地調査 

・データを補完する地

域へのアンケート 

・自治会、関係団体と

の意見交換 

改善計画の立案 

・計画の地域説明会の実施 

・計画の交通アクションプランへの位置付け 

公共交通改善計画の実施 

 

平成２４ 

～２５ 

年度 

・関係エリアでの公共交

通ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟの実施 

人員構成(男性32名 女性14名) 

20～30代:   2名 

40～50代：  4名 

60～70代： 40名) 
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（２）交通環境の改善に向けた計画概要 

交通環境は、連節バスの運行、急行運転などの運行効率を向上させる取り組みや、新規路線の

整備などバス需要を伸ばすための施策を複数組み合わせて一体的に実施することで、改善が図ら

れると考えております。施策の時系列展開は 3段階で実施することを想定しており、第 1施策は、
公共交通の改善に不可欠な施策を示しており、第 2、第 3施策は、合意形成等の課題解決の難易
度で分類したもので、課題解決時期を考慮して中期的に取り組みます。 

 
 
 
 

湘南ﾗｲﾌﾀｳﾝ 

第３施策のパッケージ 

第１施策のパッケージ 

(６)湘南ﾗｲﾌﾀｳﾝ～湘南台駅の強化 

 ①慶応大学方面路線を活用 

(７)需要喚起のためのバス路線新設 

 ①寒川町～湘南ﾗｲﾌﾀｳﾝの路線新設 

(３)地域内交通の充実  

 ①ｻｲｸﾙ･ｱﾝﾄﾞ･ﾊﾞｽﾗｲﾄﾞ駐輪場の整備 

(２)辻堂駅遠藤線の軸の強化 

 ①連節バス導入 

 ②速達性確保のための急行運転 

 ③運行情報の提供 

 ④乗降方法の改善検討 

(８)湘南台駅西口の混雑解消 

 ①湘南台駅東口の運用 

湘南台駅

第２施策のパッケージ 

(９)石川方面の路線拡充 

 ①藤34系統の運行本数増 

  【利用状況を踏まえ今後検討】 

(１０)地域内交通の充実 

 ①大庭中部～南部の地域内交通 

  【需要を具体的に見極める】 

(１１) 辻堂駅周辺での渋滞による 

バスの遅れ解消 

 ①混雑解消に向けた検討 

  （専用レーンの整備） 

(１) 湘南ﾗｲﾌﾀｳﾝのﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ機能強化 
 ①バスターミナルの拡張整備 

(４)石川方面のバス路線の新設 

 ①湘南台駅～石川地区～湘南ﾗｲﾌﾀｳﾝ 

(５)辻堂駅周辺での渋滞によるバス 

の遅れ解消  

 ①混雑解消に向けた検討 

  （バスルートの変更） 

凡例 

拡充運用等 

新規運用等 

辻堂駅 

（１） 

（２） 

（３） 

（４） 

（５） 

（６） 

（７） 

（８） 

（10） 

（９） 

（１１） 
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（３）事業実施スケジュール 

藤沢市交通マスタープラン(平成 25年度策定)や藤沢市交通アクションプラン(策定中)と整合を
図りながら、第１施策（交通事業者との調整などを行い、次年度以降、具体的に進めていく施策）、

第２施策（地域住民との協議や利用促進活動を行い、中短期的に実現を目指していく施策）、第

３施策（交通事業者や沿道住民との協議、構造検討などを行い、中期的に実現を目指していく施

策）に分類して実施を予定します。 
 

表-1 事業実施スケジュール 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

取組み内容 短期(～H29年度頃) (～H32年度頃) 中期(～H36年度頃) 

 

湘南ライフタウン 

周辺地区の取り組み 

 

 

 

第１施策 

第２施策 

第３施策 

   

   

   

   

   

交通マスタープラン（長期） 

交通アクションプラン（中短期） 

概ね20年間の施策 

概ね10年間の施策 
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人口（千人）・割合
65歳未満 65歳以上 合計

徒歩 15 22%105 34% 38 35%142 34%
バス 24 35%120 38% 41 38%161 38%
小計 39 56%224 72% 79 73%303 72%

自転車 6 8% 30 9% 10 10% 40 10%
合計 45 65%254 81% 89 83%343 82%

最寄駅15分圏外 24 35% 58 19% 19 17% 77 18%

面積（km2）

最寄駅
15分圏内

徒歩15分圏
バス15分圏
自転車15分圏

市街化区域

バス路線
バス停

鉄道路線
鉄道駅

３．計画実施による改善効果（地区内人口、バス利用実績から試算） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

図-3 最寄駅１５分圏の拡大 

徒歩 15 22% 105 35% 38 35% 142 34%
バス 24 35% 120 38% 41 38% 161 38%
小計 39 56% 224 72% 79 73% 303 72%
自転車 6 8% 30 9% 10 10% 40 10%
合計 45 65% 254 81% 89 83% 343 82%

24 35% 58 19% 19 17% 77 18%
70 100% 311 100% 108 100% 420 100%

人口：H22国勢調査の町字別夜間人口×町字別圏域種類別面積比の合計
※四捨五入の関係で合計が合わない場合がある

最寄駅
15分圏内

最寄駅15分圏外
合計

面積（km2）
人口（千人）・割合

65歳未満 65歳以上 合計

15分圏域が拡大するエリア 
（石川地区） 

15分圏域が拡大するエリア 
（辻堂駅遠藤線・亀井野二本松線沿線） 

① 最寄駅１５分圏の拡大効果（急行運転・石川地区のバス新設） 
効果：約３千人の最寄駅１５分圏の拡大が期待されます 

 ②所要時間短縮効果（連節バス導入・急行運転） 

効果：１日約3,400人の所要時間が平均で約２分短縮される効果が期待されます 
 ③輸送力改善効果（バスターミナル整備・連節バス導入・急行運転・石川地区のバス新設） 

効果：対象となるエリアの輸送力を1.2倍程度拡大することが期待されます 
 ④バス待ち時間短縮効果（石川地区のバス） 

効果：１日約1,200人のバス待ち時間が平均で約５分短縮される効果が期待されます 
⑤高齢者等の外出支援効果（地域内交通） 

効果：高齢者等が外出しやすくなると考えられます 
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４．実施を予定する事業 

（１）事業一覧 

当該事業の第一施策の実施にあたって、予定する事業は、次のとおりです。 

番号 項目 細目 予定年度 予定実施主体 

①  バスターミナル拡張整備 湘南ライフタウン H28～29 藤沢市 

②  
駅前広場改修 

（新たな運用に伴う） 
湘南台駅東口 H28～29 藤沢市 

③  バスの走行環境整備 辻堂駅遠藤線内停留所・新設路線 H28～29 藤沢市 

④  
ｻｲｸﾙ･ｱﾝﾄﾞ･ﾊﾞｽﾗｲﾄﾞ 

駐輪場整備 
3箇所程度 H27～28 藤沢市 

⑤  停留所新設上屋の設置 辻堂駅遠藤線・急行停留所 H28～29 交通事業者等 

⑥  情報提供施設の整備 バス接近情報 H28～29 交通事業者等 

⑦  連節バス購入 4両程度 H29 交通事業者等 

（２）湘南ライフタウン バスターミナル拡張整備 

次の施策は、湘南ライフタウン バスターミナルの拡張整備により実施可能となるもので、バ
ス路線の再編や新規路線の導入を一体的に進めることが効果的と考えます。現状及び改修後のイ

メージは図－４にお示しするとおりです。 
■現状 

・湘南ライフタウン始発のバスは、辻

堂駅遠藤線を南下のみの運用、複数

路線の導入不可。 

 ■改修後 

・バスターミナルから各方面への利用が

できるよう結節機能の強化を行う。 

 

図-4 湘南ライフタウン・バスターミナルの運用イメージ 

 
 

茅ヶ崎方面 

辻堂方面 
藤沢・善行方面 

ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ 

茅ヶ崎方面 
辻堂駅方面 

藤沢・善行方面 

ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ 
寒川方面 

湘南台駅方面 

地域の 

バス 
湘南台駅方面 
(石川経由) 

駐輪場等 

バスターミナル拡張整備の主な内容 

① バス乗り場新設（湘南ライフタウン～辻堂駅方面 急行便・連節バス） 

② バス乗り場新設（石川地区経由湘南台駅方面） 
③ バス乗り場新設（湘南ライフタウン～湘南台駅方面） 
④ バス乗り場新設（寒川町方面、湘南ライフタウン地域内交通） 
⑤ 亀井野二本松線入口の新設 
⑥ 辻堂駅遠藤線出口形状の改良（北側方面への出口整備） 

⑦ タクシー待機場、バス待機場の新設 
⑧ サイクル・アンド・バスライド駐輪場整備 
⑨ 乗客の待機施設、情報提供施設の新設及びトイレの改良 


